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近年の自然災害による被害にあわれた方々には、謹んでお見舞い申し上げますと共に、被災地の一日も早い復旧を心より祈念いたします。
私たちラプロスは、できることから被災地への復興支援に貢献をしたいと思います。 

代表取締役 樋口繁樹 
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勇気を出した 

 

インタビュアー：野村正樹 

文責：鄭 世実 

今回は駅から近い便利な土地をご購入頂き、一戸建

てを建てられたW様です。 

 

● 持ち家を購入しようと思われたきっかけなどはありま

したか？ 

― 整骨院兼自宅を建てたいと思っていて、駅から

の近い土地を探していました。そんな時にラプロス

さんのチラシを見て、希望にピッタリだったのでお

電話しました。 

 

● W様にとっての理想の家とはどんなものでしたか？ 

― 明るくて窮屈さを感じない家ですね。なので大

きい窓が欲しいと思っていました。希望通り大きな

窓を作って頂いたので、日中は照明をつけなくても

良いくらい明るい家になってとても満足していま

す。また、窮屈さを感じないように天井も高くして

いただきました。 

 

 

● 家を建てられてみて想像と違ったところはありました

か？ 

― 法規上必要なものなので仕方ないんですけど、

１階(整骨院)の控室の窓は要らなかったなぁと思っ

ています。あとは想像以上のものが出来上がったの

で、ビックリしました。 

 

● 住んでみて良かったこと、お気に入りのスペースな

どはありますか？ 

― 良かったことは、駅が近いことです。駅が近い

おかげで以前から通って頂いていた方にも継続し

て通って頂けています。 

あとは周辺の方々がとても丁寧な方が多いこと

です。初来店の方でもお電話で予約の確認をして下

さるので、ご案内をスムーズに行えるようになりま

した。以前より予定を組みやすくなりましたね。 

お気に入りスペースは、大きな窓とガラス張りの

ドアです。大きな窓は希望通りのものを作って頂け

て満足しています。ドアはそういう風に作ってくだ

さいと希望してはいなかったんですが、窮屈さを感

じないようにとお願いしていた結果、ガラス張りに

なりました。向こう側が見えるので窮屈さを感じる

こともないですが、たまにぶつかりそうになるので

ネコちゃんのシールを貼ってます(笑) 

 

 

● 家を建てられてから変化したことや始めたことはあ

りますか？ 

― 出入口に彩りがあったほうが親しみやすいか

なと思って、ガーデニングを始めました。始めた

ばかりなので育てるのが簡単なお花しかないんで

すが、続けていきたいです。(奥様談) 

僕は運動を始めようと思っています。考えてい

るのは登山なんですが、その前にウォーキングや

ジョギングから始めてみようと思っています。(ご

主人様談) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力いただいたW様、貴重なお話をいただきあり

がとうございました。 

 らぷれたーでは今後もご購入者様に貴重なお話を

お聞かせいただきたいと思っております。 

  

 

つい数日前に同年代の仲間との飲み会で、「もし電車で子

供や中高生から『どうぞ』って声をかけられ席を譲られたら、

素直に《どうもありがとうね！》って御礼を言って譲ってもら

う？それともまだ〈年寄り扱いするな！〉とばかりに《いいよ

～！次で下りるから～》てな感じで善意を無駄にして伸び行

く少年少女の芽を摘むのか、君ならどうする？」みたいな話を

酒の肴にしていたところで、飲み会の結論を実践する事にな

りました。 

考えてみれば、自分が

中高生の頃、“席を譲る”

というのはカッコつけてい

るみたいだし、恥ずかしく

もあり、なかなか自然には

出来ないことでした。少し 

の勇気と言い訳との闘い？が必要でした。もし断られたら、

心が少しだけ折れて次の機会に声をかけるエネルギーも少

なくなっているかもしれません。勇気を出した善意は相手の

気持ちもおもんばかり快く受けるべし、というお話でした。 

ではまた次号でお会いしましょう！ 

１階の整骨院出入口にある可愛らしいお花たち 

お気に入りの大きな窓 

善意 

 久しぶりにウォーキングの時の話をします。早朝のウォーキン

グ、ラジオ体操、真向法は日課でもう１０年以上続けています。  

休日は、とくに晴れの日は午前中か夕方の気持ちの良い時間

帯に歩くようにしています。 

休日のある昼下がり、小雨が降る中、傘をさしてウォーキング

中のお話。つがいの鴨が数組池を泳いでいてそろそろ求愛の

季節かな～、何て思いながら歩いておりました。歩き始めた時か

ら小学生低学年の男女合わせて５人組が池の石段辺りで遊ん

でおりまして、あ～そう言えばわが息子も低学年の頃は木曜会と

か派閥の会合のような名前をつけて、平日の夕方学童保育仲間

と暗くなるまで遊んでいたな～なんて思いを巡らせていると、唐

突にその内の 1 人の男の子が近寄って来て、「すみません！」と

声をかけられ、一瞬何を聞かれるのかな？と身構えたら、「雨、も

う止んでますよ～！」ですって！どうも歩くときには変に歩くこと

に集中するクセがありまして、あらほんと！てな感じで、こっ恥ず

かしい思いをしながら、でも精一杯取り繕いながら、「ありがとうね

～、教えてくれて！」とかろうじて大人(・_・?)？？な言葉を何とか

返して傘をたたみました。 

想像ですが、「あのオジさんに雨がもう止んでいることを教えて

あげなよ！」「イヤだ～わたし恥ずかしい」「おれもヤダ」「お前行

けよ」てな会話が繰り広げられている中を、僕は要らない傘をさし

て黙々と歩いていたわけですね、多分～。 

 

 

 
代表取締役 樋口繁樹 
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山々の稜線の美しいコントラスト。そして、端正な二等辺

三角形の大きな屋根が特徴的な合掌造りの家々。その風

景は、何十年も昔にタイムスリップして日本昔ばなしを切り

取ったような、不思議な、美しい、幻想的なものです。ぜ

ひ皆さんも訪れてみてください。 

・・・と、終わってしまうと、この免許皆伝がただの旅行ガ

イドになってしまいます。そこで、合掌造りというものを考

えてみます。 

合掌造りは、

三角形の大きな

屋根の外観が特

徴です。３階建

て、４階建てに相

当する高さがあ

り、実際にかなり

大きいです。内

部を公開してい

る合掌造りの家

がありましたの

で、いくつかに入 

ってみました。大きな建物ですが、生活スペースは１階だ

けです。囲炉裏をほぼ中央に配した「おえ」という部屋が

生活の場です。囲炉裏には常に火を絶やさないように炭

が焚かれています。２階、３階の床は格子になっていると

ころがあり、そこから１階の囲炉裏の煙が２階、３階、つまり

屋根裏まで上っていきます。煙によって柱や梁といった構

造材は燻され、黒に近い褐色にすすけており、柱梁を結

んでいる縄も燻されています。合掌造りでは釘や金物は

ひとつも使われず、縄で結んで固定しているのですが、

縄は燻されることで強くなるそうです。 

特徴である屋根の急勾配は、積雪で家が潰れないよう

に雪を落とすためなのですが、その内部では、当時盛ん

だった養蚕業、つまり蚕（かいこ）の幼虫を育て絹の原料

となる繭（まゆ）を作るために利用されていました。春～夏

が養蚕シーズンだったそうで、かなりの収入源となってい

たそうです。 

屋根は茅葺き、つまりイネ科の細長い茎をもつ茅という

草を束ねて作っています。この茅は油分があるために水

を弾くそうです。地元で採れる材料を活用し、それを 30～

40 年ごとに葺き替えるのですが、葺き替え作業は地域の

人たちが総出で行ってきたそうです。集落のコミュニティ

が維持し続けているわけです。 

このように、雪国という気候から生まれた合掌造りの家屋

は、積雪、構造、産業、材料、地域といった点から今見る

形となったのでしょう。建築が有すべき４つの要素として、

機能性、社会性、経済性、芸術性の４つがあると以前この

場でも書いたと思いますが、合掌造りの家屋、集落は、そ

れらを全て兼ね備えた素晴らしいものであると思いまし

た。振り返って、ラプロスがつくりだすプロスペリテシリーズ

の家が、これら４つの要素を満足するものであるようにと、

青い空を見ながら考えました。 

 

 

免許皆伝 
MENKYOKAIDEN 

ひとつも使われず、縄で結んで固定しているのですが、

縄は燻されることで強くなるそうです。 

特徴である屋根の急勾配は、積雪で家が潰れないよう

に雪を落とすためなのですが、その内部では、当時盛ん

だった養蚕業、つまり蚕（かいこ）の幼虫を育て絹の原料

となる繭（まゆ）を作るために利用されていました。春～夏

が養蚕シーズンだったそうで、かなりの収入源となってい

たそうです。 

屋根は茅葺き、つまりイネ科の細長い茎をもつ茅という

草を束ねて作っています。この茅は油分があるために水

を弾くそうです。地元で採れる材料を活用し、それを３０～

４０年ごとに葺き替えるのですが、葺き替え作業は地域の

人たちが総出で行ってきたそうです。集落のコミュニティ

が維持し続けているわけです。 

このように、雪国という気候から生まれた合掌造りの家

屋は、積雪、構造、産業、材料、地域といった点から今見

る形となったのでしょう。建築が有すべき４つの要素とし

て、機能性、社会性、経済性、芸術性の４つがあると以前

この場でも書いたと思いますが、合掌造りの家屋、集落

は、それらを全て兼ね備えた素晴らしいものであると思い

ました。振り返って、ラプロスがつくりだすプロスペリテシリ 

ーズの家が、これら４つの要

素を満足するものであるよう

にと、青い空を見ながら考え

ました。 

鄭 世実 

 

 

 ご家族・ご友人をご紹介ください！

 
 

 
ご紹介者さまにプレゼント！ 
※ご紹介者さまからの紹介でご成約に至った場合 

ラプロス２０周年を記念して弊社で現在販売中の新築

戸建、プロスペリテシリーズにつきまして、ご紹介キャン

ペーンを実施中です！ 

ぜひ、ご家族・ご友人の方をご紹介ください！ 

プロスペリテシリーズの情報につきましては、下記 QR

コードから戸建「プロスペリテ」特設サイトでご覧いただ

けます。 

 

私アラキの戸建てへの思いをつらねるこのコーナー、

今回は５１回目となりました。このラプレターを読んでいた

だくころは、すっかり春めいて、新緑や花々が美しいこと

でしょう。といいつつ、季節外れではありますが、去る２月

に白川郷に行ってきたので、そのご報告を。 

白川郷と言えば、ご存知のとおり世界遺産登録された

合掌造りの家屋が多く残っている集落です。岐阜県の山

地にあり、福岡からは交通の便が良くはありません。前日

から金沢に入り、兼六園や最近オープンした金沢建築館

を見学。翌朝、食事付き１万円という観光バス日帰りツア

ーに参加しました。 

金沢駅を８時に出発したバスは、北陸自動車道、東海

北陸自動車道を走り、１時間半ほどで目的地の白川郷に

到着。事前に暖冬で雪がないと報じられていて、あまり期

待はしていなかったのですが、金沢に入る前日から冷え

込み、私が訪れたときは一面に雪が積もった上に快晴と

いう、とても良い天候。私の日頃の行ないが良いということ

なのでしょう、たぶん。 

地面に積もったキラキラと輝く氷の粒まじりの雪、見上

げると真っ青な晴天の空とそれを白く切り取る雪を頂く

山々の稜線の美しいコントラスト。そして、端正な二等辺

三角形の大きな屋根が特徴的な合掌造りの家々。その風

景は、何十年も昔にタイムスリップして日本昔ばなしを切り

取ったような、不思議な、美しい、幻想的なものです。ぜ

ひ皆さんも訪れてみてください。 

と終わってしまうと、この免許皆伝がただの旅行ガイド

になってしまいます。そこで、合掌造りというものを考えて

みます。 

合掌造りは、三角形の大きな屋根の外観が特徴です。

３階建て、４階建てに相当する高さがあり、実際にかなり

大きいです。内部を公開している合掌造りの家がありまし

たので、いくつかに入ってみました。大きな建物ですが、

生活スペースは１階だけです。囲炉裏をほぼ中央に配し

た「おえ」という部屋が生活の場です。囲炉裏には常に火

を絶やさないように炭が焚かれています。２階、３階の床

は格子になっているところがあり、そこから囲炉裏の煙が２

階、３階、つまり屋根裏まで上っていきます。煙によって柱

や梁といった構造材は燻され、黒に近い褐色にすすけて

おり、柱梁を結んでいる縄も燻されています。合掌造りで

は釘や金物はひとつも使われず、縄で結んで固定してい

るのですが、縄は燻されることで強くなるそうです。 

特徴である屋根の急勾配は、積雪で家が潰れないよう

に雪を落とすためなのですが、その内部では、当時盛ん

だった養蚕業、つまり蚕（かいこ）の幼虫を育て絹の原料

となる繭（まゆ）を作るために利用されていました。春～夏

が養蚕シーズンだったそうで、かなりの収入源となってい

たそうです。 

屋根は茅葺き、つまりイネ科の細長い茎をもつ茅という

草を束ねて作っています。この茅は油分があるために水

を弾くそうです。地元で採れる材料を活用し、それを 30～

40 年ごとに葺き替えるのですが、葺き替え作業は地域の

人たちが総出で行ってきたそうです。集落のコミュニティ

が維持し続けているわけです。 

このように、雪国という気候から生まれた合掌造りの家

屋は、積雪、構造、産業、材料、地域といった点から今見

る形となったのでしょう。建築が有すべき４つの要素とし

て、機能性、社会性、経済性、芸術性の４つがあると以前

今回は私のこだわりの「ながら運動」に

ついてお話させていただきます。 

 １月号増刊を読んでくださった方はご存

知かもしれませんが、私の今年の目標は

「運動」をすることです。なのでまずは運動

をする癖をつけようと思い、自宅でできる

運動を始めました。それが「ながら運動」で

す。今回はテレビを見ながらできる運動を 

 

去る２月１３日にプロスペリテ大橋南コンセプトハウス

にてお取引先様向け内見会を開催いたしました。 

プロスペリテ大橋南は２階をリビングとした間取りで、

１階には主寝室とは別に大きな洋室を配した造りとな

っております。 

玄関から入ってすぐに広がるその大きな洋室では、

お稽古事などの教室をしたり、お友達を集めてのホー

ムパーティーやお泊り会をしたりと、お住まいになられ

るご家族によっていろんな使い方ができる夢のある一

戸建てとなっております。内見会でも「なるほど～！」

と、とてもご好評をいただいた一戸建て住宅です。 

詳しい情報は左記の戸建「プロスペリテ」の特設サイ

トよりご覧いただくことができます。また、一度見てみた

い！と気になられた方は是非ご予約のうえコンセプト

ハウスをご覧にお越しくださいませ。 

 

いくつかご紹介させていただきます。 

一つ目はテレビを見ながらできるもので

す。ソファや椅子に座ってテレビを見る方

が多いと思うのですが、その時に水の入っ

たペットボトルを太ももに挟むとシェイプア

ップ効果があります。５００㎖のものから始

めたのですが、なかなかきついです。普段

使わない筋肉を使うので、次の日には筋

肉痛になりました…。また油断すると落とし

てしまうので、集中力も鍛えられるような気

がします。(笑) 

 二つ目は、タオルを使ったながら運動で

す。タオルの端と端を持ち、上体を横に反

らします。そうすることで、普段使わないお

腹周りの筋肉が伸縮するので気持ちがい

いです。また同じようにタオルを持ち、肩甲 

 

骨をくっつけるのを意識しながら腕を後ろ

に回します。肩甲骨の可動域が広がると肩

こり解消だけでなく、頭のこりや猫背にも効

果がでるそうです。これは整体の先生が仰

っていたので間違いないです。注意点とし

ては、痛いと思わない限界まで腕を回すこ

とと、勢いよくではなくゆっくりと腕を回すこ

とだそうです。 

２０２０年は体調不良から始まったので、

今年は「健康体！」を目標に頑張りたいと

思います。身体は資本といいますので、小

さなことからコツコツと習慣付けていこうと

思います。本気で取り組むようにウェアも

購入したので、タンスの肥やしにならない

ようにいたします。(笑)また、今回お話させ

て頂いたながら運動は、運動したいけど時  

 
 

 

間がない…そんな方におススメな

ので、皆様も良かったらお試しくだ

さい。３月は季節の変わり目です

ので、どうぞご自愛くださいませ。 
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